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˔公త統計のඋにؔすΔج本తͳ計ը（ج本
計ը）のҊװج統計ௐࠪのঝೝͳͲΛ৹ٞ
すΔ統計行政にΔઐతかͭ中立ͳؔػ

総務省 政策統括官（統計制度担当）

˔統計にؔすΔ政ԣஅతͳௐ
ɹ統計法令の制定・改正や基本計画の立案・
推進を࢝めとする、統計に関する基本的事߲
の企画・立案・推進ʗ統計調査の審査・調整
ʗ産業連関表（10府省ி共同事業）の作成ʗ
統計基準の設定ʗ統計調査ڥの整備ʗ国際
統計事務の統括

総務省 統計局

˔国勢のج本にؔすΔ統計の࡞
˔統計ใのఏڙのઓུతͳਪਐ
˔統計にؔすΔ国際ྗڠ

総務省 統計研究研修所

˔統計ٕज़の研究
˔統計にؔすΔ研修の࣮ࢪ

独立行政法人 統計センター

˔国勢のج本にؔすΔ統計ௐࠪの統計ฤ
˔公త統計ج൫サービスのఏڙ
˔֤ল・ํ公ஂڞମの統計࡞ࢧԉ

զ͕ࠃͷ統計制度

զ͕ࠃͷ統計ߏػ
我が国の統計機構は、૯務ল統計ࠃ͕ہのجຊにؔ͢Δ統計Λ作成し、各府省が所管行政と密に関連する統計を作成
する分ܕࢄ統計機構です。
この分ܕࢄ統計機構においては、各行政機関が作成する統計を横断的に調整する機関がඞ要となり、その機能は૯務ল

。が担っています（統計੍担当）統ׅࡦ
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ެత統計制度ͷϙΠンτ

統計局・統計研究研修所ɹ৫ਤ

行͏統計ௐ͕ࠪࠃ˗
統計調査は、統計の作成を目的として、個人や法人などに対し事実の報告を求める調査です。国が行う統計調査は、「基幹
統計」を作成するために行われる「基幹統計調査」と、それ以外の「一般統計調査」とに分けられます。
国が行う統計調査については、調査間の重複をഉআしてඃ調査者の負担を軽減し、公的統計を体系的に整備する観点から、
総務大臣が統計調査の審査・調整を行っており、あらかじめ総務大臣の承認を受けることになっています。

統計װج˗
国が作成する統計のうͪ、ಛに重要なものは基幹統計として体系的整備を図ることとしています。基幹統計として、統計法に
おいて࣍のものを定めています。
˓国統計（国調査の結果）
˓国民経済計ࢉ（いわΏる̨̣̖）
˓行政機関が作成し、ຢは作成すき統計であって、࣍のいͣれかに֘当するものとして総務大臣がࢦ定するもの
•શ国的な政策を企画立案し、ຢはこれを実施する上においてಛに重要な統計
•民間における意ܾࢥ定ຢは研究活動のために広く利用されると見ࠐまれる統計
•国際条約ຢは国際機関が作成する計画において作成が求められている統計、その他国際ൺֱを行う上においてಛに重
要な統計

令和4年（2022年）̍ 月̍ 日現ࡏ、基幹統計は53統計あります。

基幹統計を作成するためのװج統計ௐࠪには、正確な統計を作成するඞ要性がಛに高いことなどを౿まえ、以下のಛ別な
規定があります。
˔ใٛࠂ務
˔͔ͨΓௐࠪͷࢭې
˔ํެஂڞମʹΑΔࣄ務ͷ࣮ࢪ

˗統計ௐࠪͷඃௐࠪऀͷൿີͷอޢ
調査票情報等の取ѻいにै事する国の職員や統計調査事務の受託者等には、業務に関してりಘたඃ調査者のൿ密を࿙
らしてはならないというकൿٛ務があり、これにҧした者に対して、̎ 年以下の役ຢは100ສԁ以下のേ金が定められて
います。

（2022年4月現ࡏ）

総務省は、政府統計の中核を担っています
我が国の主な統計行政機構
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ެత統計制度ͷϙΠンτ

統計局・統計研究研修所ɹ৫ਤ

行͏統計ௐ͕ࠪࠃ˗
統計調査は、統計の作成を目的として、個人や法人などに対し事実の報告を求める調査です。国が行う統計調査は、「基幹
統計」を作成するために行われる「基幹統計調査」と、それ以外の「一般統計調査」とに分けられます。
国が行う統計調査については、調査間の重複をഉআしてඃ調査者の負担を軽減し、公的統計を体系的に整備する観点から、
総務大臣が統計調査の審査・調整を行っており、あらかじめ総務大臣の承認を受けることになっています。

統計װج˗
国が作成する統計のうͪ、ಛに重要なものは基幹統計として体系的整備を図ることとしています。基幹統計として、統計法に
おいて࣍のものを定めています。
˓国統計（国調査の結果）
˓国民経済計ࢉ（いわΏる̨̣̖）
˓行政機関が作成し、ຢは作成すき統計であって、࣍のいͣれかに֘当するものとして総務大臣がࢦ定するもの
•શ国的な政策を企画立案し、ຢはこれを実施する上においてಛに重要な統計
•民間における意ܾࢥ定ຢは研究活動のために広く利用されると見ࠐまれる統計
•国際条約ຢは国際機関が作成する計画において作成が求められている統計、その他国際ൺֱを行う上においてಛに重
要な統計

令和4年（2022年）̍ 月̍ 日現ࡏ、基幹統計は53統計あります。

基幹統計を作成するためのװج統計ௐࠪには、正確な統計を作成するඞ要性がಛに高いことなどを౿まえ、以下のಛ別な
規定があります。
˔ใٛࠂ務
˔͔ͨΓௐࠪͷࢭې
˔ํެஂڞମʹΑΔࣄ務ͷ࣮ࢪ

˗統計ௐࠪͷඃௐࠪऀͷൿີͷอޢ
調査票情報等の取ѻいにै事する国の職員や統計調査事務の受託者等には、業務に関してりಘたඃ調査者のൿ密を࿙
らしてはならないというकൿٛ務があり、これにҧした者に対して、̎ 年以下の役ຢは100ສԁ以下のേ金が定められて
います。

（2022年4月現ࡏ）

総務省は、政府統計の中核を担っています
我が国の主な統計行政機構
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統計ௐࠪͷྲྀΕࠃͷجຊʹؔ͢Δ統計ͷ࡞

統計は、「社会の情報基盤」として、今日の行政運営や企業
の意ܾࢥ定などにඞ要ෆՄܽなものとなっており、統計なく
して国家などの運営は成り立ͪまͤん。
たͪは、社会経済情のม化に対応した有用で信頼されࢲ
る統計を作成し、適時的確に提供することを通じて、行政施
策の企画・立案・ධՁ、国民・事業者などの合理的な意ܾࢥ定
や学術発展をॿけ、国民生活の向上や社会経済の発展にߋに
。していますࢦすることを目ݙߩ

˗所統計Ұཡ
統計局は、我が国の社会・経済のม化に的確に対応しながら、国調査を࢝めとする国の重要な統計調査を企画・立案及び
実施し、社会に役立つ正確な統計を作成・提供しています。
「国調査」、「経済センサス」は、集団をશて調査対象とするશ調査となっています。

～統計調査員が担う役割と重要性～
統計調査を行う上で、調査対象を正確に

把握し、調査票に正しくه入していただくこ
とはとても大切です。
統計調査員は、実際に調査地域を回って

調査対象を把握した上で、、調査対象
の方々を訪問し、調査のझ旨やه入方法な
どをઆ໌し、調査協力をಘています。このよ
うに、統計調査員と地方公共団体の努力と
協力により、統計調査はԁに実施されて
います。

調査の企画設計、実施体制の整備
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統計局ͷ໋ͱ行ಈࢦɹʵ政統計ͷத֩తؔػͱͯ͠ʵ
統計の作成には、主に統計調査による方法、官ிの࣋っている資ྉを集計する方法、ほかの統計やデータを加計ࢉして推
計する方法があります。統計局における統計調査は、基本的に以下の流れで作成されます。

統計ͷͰ͖Δ·Ͱ

ڙ・ఏ࡞ຊʹؔ͢Δ統計ͷجͷࠃ

5ͭͷ行ಈࢦ

ར༻͘͢͠
付ՃՁの͍ߴ
統計ใのఏڙ

調査ରͱͳΔํの
ෛ担のྀͱ
ൿີのอޢのపఈ

ํ公ஂڞମͱの
࿈ڠ・ܞ力

ࣾձにཱͭ
తͰਖ਼֬ͳ؍٬
統計のٻ

ͳઐੑのߴ
ੵͱ֎の統計
ൃలのݙߩ

実調査
地方公共団体や統計調査員と連携して、所定の期間に定められた方法で、調査対象の把握、調査票の配・ه入ґ頼、
調査票の回収・ݕ査などを行います。

統計の作成（統計ฤ成）
統計局へ提ग़された調査票は、ಠ立行政法人統計センターにおいて、調査票のデータ化、統計分類ූ߸֨、デー
タチΣックなどによりデータの࣭を確認の上、集計を行います。

公 表
集計結果は、統計局において分析した上で、公表します。結果の֓要や統計表等の調査結果は、インターネットで提
供しています。

★印の結果は、毎月、総務大臣から閣議で報告
下線は基幹統計
※1 経済センサス‐活動調査の実施年を除く。　　※2 2019 年以前は「全国消費実態調査」として実施

※統計局で実施しているほとんどの基幹統計調査の実地調査については、統計法に基づく法定受託事務
として地方公共団体が行っています。なお、実地調査を民間事業者に委託している統計調査もあります。
※統計局が実施する調査では、調査票の配布・回収などの調査事務は、効率性等を考慮し、調査の性

格に合わせて①～⑤の流れを組み合わせて行っています。

（2022 年 4 月現在）

पظ ։ظ࣌࢝ ৽調査࠷
˔人ޱにؔ͢Δجຊతͳ統計
　　国勢調査
　　人口推計
　　住民基本台帳人口移動報告
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　　経済センサス‐基礎調査
　　経済センサス‐活動調査
　　経済構造実態調査
　　個人企業経済調査
　　サービス産業動向調査
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˔Ո計の実ଶΛ໌Β͔に͢Δ統計
　★家計調査
　　家計消費状況調査
　　全国家計構造調査※2

　　全国単身世帯収支実態調査
　　家計消費単身モニター調査
　　消費動向指数（ＣＴＩ）
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Λ໌Β͔に͢Δ統計گຽのब業・ෆब業のঢ়ࠃ˔
　★労働力調査
　　就業構造基本調査
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1956年７月

－
2017年10月

˔Ձにؔ͢Δ統計
　　小売物価統計調査
　★消費者物価指数（ＣＰＩ）
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毎月

1950年６月
1946年８月

－
－

˔ॅ・のঢ়گΛ໌Β͔に͢Δ統計
　　住宅・土地統計調査 ５年 1948年８月 2018年10月

˔Պֶٕज़にؔ͢Δ統計
　　科学技術研究調査 毎年 1953年４月 －

˔Ҭにؔ͢Δ統計
　　地域メッシュ統計 ー 1965年10月 －

˔ࣾձੜ׆の実ଶΛ໌Β͔に͢Δ統計
　　社会生活基本調査 ５年 1976年10月 2021年10月
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調査のاըઃ計ɺ実ࢪମ੍の整උ
調査の性֨や目的に応じて調査事߲、調査方法、集計内容などについてݕ౼を行い、調査計画の策定、調査実施にඞ要
な書類作成やシステム設計などを行います。また、統計調査員の設置など調査体制の整備を行います。
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調査のاըઃ計ɺ実ࢪମ੍の整උ
調査の性֨や目的に応じて調査事߲、調査方法、集計内容などについてݕ౼を行い、調査計画の策定、調査実施にඞ要
な書類作成やシステム設計などを行います。また、統計調査員の設置など調査体制の整備を行います。
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統計局Ͱ࡞͍ͯ͠Δ統計 統計データͷఏߴڙ・ 度利用ͷਪਐ

e-Stat jSTAT MAP 統計μッシϡϘーυ APIػ

政統計ͷ総߹૭ޱ（e-Stat）

統計局は、政府統計の中核的機関として、利ศ性の高い統計データ・機能の提供に取り組Ήとともに、統計データの高度利
用を推進しています。

各府省が公表する統計データを一つにまとめ、統
計データをࡧݕしたり、地図上に表示できるなど、統
計データを利用する上でଟくのศ利な機能を備えた
政府統計のϙータルサイトです。

680以上の政府統計の中から、「分」「組৫」
「キーϫード」などでඞ要なデータをࡧݕできます。

ϙータルサイト機能に加え、以下の分析πールを
提供しています。

˗統計GIS ʙਤͰݟΔ統計（jSTAT MAP）ʙ
統計地図を作成するほか、ࡂ、施設整備、ࢢ分
析など、利用者のニーζに合った地域分析がՄ能となるように、以下の機能等を提供しています。

政統計ڞಉ利用γεςϜ
統計調査等業務における企画、実査準備、実査、審査、公表・提供段֊で利用できる府省共通のシステムとして、オンライン
調査システム、政府統計の総合૭ޱ（e-Stat）などを整備しています。
統計データの利ศ性向上のため、統一的な観点で各府省のデータを整備する取組を推進しています。

˗統計μογϡϘーυ
国や民間企業等が提供している主要な約5,000の統
計データを17の分に整理して収し、グラフや時系ྻ
などに加して一覧表示し、視覚的に分かりやすく提供
しています。

˗API（Application Programming Interface）ػ
利用者が作成するプログラムから、インターネットを通
じてe-Statのデータを、ࣗ 動で取ಘすることがՄ能
になる機能を提供しています。

ར༻者のอ༗データͱ統計データΛ表ࣔ Ҭ分ੳϨϙート

政府統計を、ࣗ 社のデー
タやిࢠ地図、分析πー
ルなどと組Έ合わͤるこ
とにより、時系ྻや地理
ۭ間情報による高度な
分析がՄ能。

e-Statのデータ
がߋ৽されると、
Ϣーザーのデー
タもࣗ動的にߋ
৽される。

ᶃ利用ऀ͕อ༗すΔデータͱ政
統計データΛΈ߹Θͤͯਤ
্にදࣔすΔػ
ᶄҙにࢦఆͨ͠ΤリΞに͓͚Δ
統計ࢉग़ػ
ᶅҬ分ੳϨϙート࡞ػ

ू計Τリア

ू計Τリアの֎ආॴ
ऩ༰人ू計結果

ू計Τリアの
統計データू計結果ू計ΤリアのආϏϧ

ऩ༰人ू計結果

ར༻者อ༗のデータ 統計データ
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日本の人ޱピラミッド 2020年（1920年）
˞2020年はෆ詳ิによる。

センαεʖ活ಈௐࡁܦ˗ （ࠪ2016）
産業大分類別企業等、ച上（収入）金ֹ及び加Ձ
ֹの構成ൺ

61,349,581人உ 64,796,518人ঁ
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˗Ո計ௐࠪ
か̍月平ۉফඅ支ग़の
対લ年同月実࣭૿減率の推Ҡ
ೋ人以上のੈଳʗ2010年ʙ2021年

˗খചՁ統計ௐࠪɹফඅऀՁࢦ（CPI）
ফඅ者Ձࢦ（શ国）のલ年ൺの推Ҡ
2010年ʙ2021年

˞実࣭૿減率は、支った金ֹ（名目）からՁのม動分を取りআいた
実࣭的な金ֹの૿減を示しており、ྔや࣭のม化分に当たります。
なお、実࣭化には、ফඅ者Ձࢦを用いています。

˞2018 年 1 月に調査で用する家計の改正を行っており、2018 年̍
月ʙ 2019年 12月は当֘改正によるӨڹを調整したม動調整です。

˞2011 年は、౦日本大ࡂのӨڹによりิ的に推計したを用いてい
ます。

ফඅ੫Ҿ上͛

ফඅ੫Ҿ上͛

ফඅ੫Ҿ上͛
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統計Ϧςϥγーͷීൃܒ・ٴ

統計ਤॻؗ 統計തؗ

統計データ利活用センターͷऔ 統計Ϧςϥγーͷීൃܒ・ٴʗ

統計データの適切な利用を推進するため、統計の有用性を理解し、統計データを活用していく能力の向上のための取組を
行っています。また、教育現等での統計学शに役立つサイトの提供を行っています。

˗データαΠΤンε・ΦンϥΠン࠲ߨ
統計学の基礎やデータの見方、実ફ的なデータ分析等を
୭でも学るオンライン講࠲

˗Ωοζͨͬ͢ͱ ʙ୳ͦ͏統計データʙ
খ・中学生が、教Պ書にあるݴ༿などから統計データを
୳すことができる統計データࡧݕサイト

˗統計ֶशαΠτ
ʮͳΔ΄Ͳ統計ֶԂ（খֶੜʙߍߴੜ͚）ʯ
統計にしΈをײじながら、統計の基礎識、集計デー
タの解析方法等、様々な֯度から統計を学Ϳことができる
サイト

ʮ統計ֶशͷࢦಋͷͨΊ （ʹઌੜ͚）ʯ
統計局が実施している統計調査の結果等をૉ材として用
いた、実ફ的な授業モデル等を掲ࡌ

内外の統計関資ྉを所ଂする統計の専門図書ؗで、
国立国会図書ؗの支部図書ؗとして国会議員や行政・࢘
法の各部門に対して図書ؗサービスを提供するほか、一
般の方にも開์しています。また、統計に関する相ஊ૭ޱ
も設けています。

ʠઌ進的なデータ利活用の推進ڌ点ʡとして和Վݝࢁに「統計データ利活用センター」を設置し、ICTを活用して高度なデータ
解析を実現する統計ミクロデータの提供を行っています。また、和Վݝࢁと協力しながら統計データを活用したઌ進事ྫのશ
国展開を図り、地方生にݙߩする取組を進めています。

地方公共団体が行う統計データ利活用の取組を支援
するとともに、連携してデータ利活用のリーディング
έースをग़しશ国展開を目ࢦしています。
また、統計データを利活用した༏れた取組を進める
地方公共団体に対して表জを行い、ઌ進事ྫをh 地方
公共団体のためのデータ利活用支援サイト（Data 
StaRt）ɦ に掲ࡌし情報発信を行っています。
˞̗̥̚ （̢Evidence Based Policy Makingɿূ に基ڌ
づく政策立案）

広く統計への関心をਂめ、統計調査に対するより一
の理解をಘることを目的に開設しています。統計のྺ࢙
をにײじることができるパネルやو重な統計࢙ྉを展
示しており、どなたでも御覧いただけます。̡ 観覧ແྉʳ

地方公共団体で開催する研修会やセミナー等へ講ࢣを派遣し、統計データの利活用やEBPMをテーマとした講ٛに加え、
取組事ྫのհを行っています。
そのほかにも、ビジネスパーιン向けの統計データ利活用セミナーやۙな統計データをったখ中学生向けのイベントを
開催しています。

統計ミクロデータ及び行政データを活用したۭき家分の推定

地方公共団体のためのデータ利活用支援サイト
（Data StaRt）

ミクロデータ利用ϙータルサイト（miripo）

オンサイト施設

˗統計ྗ্αΠτʮデータαΠΤンε・εΫーϧʯ
データの活用方法や統計に関する識をいつでも学る
学शサイト

データαΠΤンス・
スクーϧ

Ωッζ͢たͬͱ ͳΔ΄Ͳ統計ֶԂデータαΠΤンス・
ΦンϥΠン࠲ߨ

統計ֶशのࢦಋの
たΊに（ઌੜ向け）

統計ϛΫϩデータ˞ͷఏڙ

統計データ利活用ʹؔ͢Δ人ࡐҭ

データαΠΤンε・EBPM˞ʹ͢ࢿΔ統計データ利活用ਪਐ・ࢧԉ

情報セキϡリティを確保しつつ高度なデータ分析をՄ能とする
を構ஙし統計ミクロデータを提供していま（オンサイト施設）ڥ
す。これによりଟ様な分析がՄ能となり、地域の課題解ܾに資する
৽たな発見が生まれることが期されています。
また、オンサイト施設の利用に関する手ଓや利用できる統計
データ一覧、実際に統計ミクロデータを利用した研究者による利
用事ྫ等をh ミクロデータ利用ϙータルサイト（miripo）ɦ に集約
し利用者へ情報発信を行っています。
˞統計ミクロデータɿ統計調査などで集められた、ੈ ଳ୯Ґや事業所୯Ґと
いった集計するલの個票形式のデータ

ϛクϩデータར༻
ϙータϧαΠト
（miripo）

データར׆༻
支援αΠト
（Data StaRt）

統計ਤॻؗ

統計ਤॻؗ
統計തؗ

所 ࡏ 地ɿ˟ 162-8668 ౦ژ৽॓۠एদொ19-1（総務省第̎ிࣷෑ地内）
開ؗ時間ɿޕલ9時30分からޕ後5時まで
ٳ ؗ 日ɿ༵日、日༵日、国民のॕ日・ٳ日及び年・年࢝（12月29日ʙཌ1月3日）
ిɹɹɿ図書Ӿ覧（）1132-5273-03、統計相ஊ（）1133-5273-03、統計തؗ 03-5273-1187
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統計Ϧςϥγーͷීൃܒ・ٴ

統計ਤॻؗ 統計തؗ

統計データ利活用センターͷऔ 統計Ϧςϥγーͷීൃܒ・ٴʗ

統計データの適切な利用を推進するため、統計の有用性を理解し、統計データを活用していく能力の向上のための取組を
行っています。また、教育現等での統計学शに役立つサイトの提供を行っています。

˗データαΠΤンε・ΦンϥΠン࠲ߨ
統計学の基礎やデータの見方、実ફ的なデータ分析等を
୭でも学るオンライン講࠲

˗Ωοζͨͬ͢ͱ ʙ୳ͦ͏統計データʙ
খ・中学生が、教Պ書にあるݴ༿などから統計データを
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˗統計ֶशαΠτ
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ミクロデータ利用ϙータルサイト（miripo）

オンサイト施設
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ٳ ؗ 日ɿ༵日、日༵日、国民のॕ日・ٳ日及び年・年࢝（12月29日ʙཌ1月3日）
ిɹɹɿ図書Ӿ覧（）1132-5273-03、統計相ஊ（）1133-5273-03、統計തؗ 03-5273-1187
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政策統括官（統計制度担当）統計ʹؔ͢Δྗڠࡍࠃ

統計ʹؔ͢Δྗڠࡍࠃʗ統計研究研修所 政策統括官（統計制度担当）ʗ独立行政法人統計センター

独立行政法人統計センター

統計センターは、中央統計機構の一翼を担う機関として、「正確な統計の作成（統計をつくる）」「統計データの利活用
の推進（統計を活かす）」「公的統計の発展の支援（統計を支える）」を経営理念に掲げ、業務に取り組んでいます。

˗ਖ਼֬ͳ統計ͷ࡞
統計調査によって集められた調査票を一定の手
順に基づいて集計します。集計に当たっては、統
計の信頼性の確保及び統計の技術の向上に重点
を置いて、正確性（精度を確保すること）、迅速
性（早期に結果を提供すること）、経済性（効率
的な手段・方法を用いること）に努めています。
詳細は右図を御覧ください。

˗統計データͷ利活用ͷਪਐ
統計センターでは、利用者が統計を利用しやすいよう、統計局と協力して、統計データの利活用に役立つ各種サービス
の提供を行っています。（e-Stat の各種機能、統計ミクロデータの提供等）

˗ެత統計ͷൃలͷࢧԉ
統計センターでは、公的統計の共通的な業務基盤・利用基盤となる政府統計共同利用システムの運用管理を行ってい
ます。また、各府省等が実施する統計調査について、統計編成や調査の実施などの調査事務の業務委託を受け、公的統
計の支援を行っています。

政策統括官（統計制度担当）は、統計法令の制定・改正をはじめとする様々な観点から、公的統計が体系的かつ効
率的に整備され、その有用性の向上が図られるよう政府横断的な調整を行う役割を担っています。

˗統計ʹؔ͢Δجຊత߲ࣄͷاը・立Ҋ・ਪਐ
「公的統計の整備に関する基本的な計画」は、国民にとって重要な情報である公的統計に関する施策の総合的かつ計
画的な整備を推進するために、統計法第４条に基づき策定されるもので、政府が今後統計改革をどのように実現してい
くのかを示した、いわば「羅針盤」となるものです。政策統括官（統計制度担当）は、各行政機関と連携しながら、
この公的統計基本計画の立案・推進に取り組んでいます。
また、行政機関等が統計を作成するに当たり、その統一性や総合性を確保するための技術的な基準となる「日本標
準産業分類」などの「統計基準」の設定も行っています。

˗統計ௐࠪͷ৹ࠪ・ௐ
統計法において、総務大臣は、行政機関の長が基幹統計調査・一般統計調査を行おうとするときに、あらかじめ、
それら調査の審査・承認を行う旨が規定されています。
政策統括官（統計制度担当）は、精度を確保した統計の作成や報告者の負担軽減を図るため、①統計作成の目的と適
合した内容となっているか、②統計調査が合理的かつ妥当な内容となっているか、③他の調査と過度の重複がないかなど
の観点から、統計調査の計画の審査を行っています。基幹統計の審査に当たっては、統計の専門的機関である統計委
員会に意見を求めています。

務ͷ統括ࣄ統計ࡍࠃ˗
我が国における国際統計事務を統括し、UN（国際連合）、IMF（国際通貨基金）、OECD（経済協力開発機構）な

どの国際機関や諸外国に対して、国際会議や国際統計事業への参加、統計情報の交換など統計に関する様々な国際協
力を行っています。また、アジア太平洋地域の開発途上国の政府統計職員を対象に統計研修を実施し、各国の経済及
び社会の開発に資する統計作成能力・研修能力の向上を図るために設立された「国連アジア太平洋統計研修所
(SIAP)」に対し、財政支援や事務協力を行っています。

統計局では、これまで培ってきた統計技術を背景として、統計に関する国際協力や国際交流を推進しています。

統計研究研修所

統計研究研修所では、統計技術に関する研究、各府省・地方公共団体からの要請に応じた統計技術支援などとともに、
国・地方公共団体等の職員に対する統計の基礎理論、分析等の統計に関する専門的な研修の企画及び実施などの業務を
行っています。

˗ॾ֎ࠃͷٕज़ྗڠ
諸外国の統計技術向上のため、発展途上国や国際機関からの要請に応じて、メキシコ、スリランカ、フィリピン、アルゼン
チン、インドネシア、ミャンマー、タンザニア、カンボジア、ネパール、エジプトなどに対し、専門家の派遣や研修生の受入れを
行っています。

˗統計ٕज़ͷ研究
高度な統計技術の研究開発、各府省への支援の強化及びビッグデータ
の利用等に適切に対応できるよう、以下の研究活動を推進しています。
・ビッグデータに関する情報の収集・整理及び研究
・各府省共通の統計技術に関する情報の収集及び研究
・各府省・地方公共団体からの要請に応じた統計技術支援
・大学、研究機関等との共同研究を中心に、客員教授や外部有識者と
も連携した、統計の高度利用や様々な調査研究

˗統計ʹؔ͢Δ研修ͷ࣮ࢪ
統計に関する我が国唯一の専門研修機関として、国・地方公共団体等
の職員を対象に、統計作成の中核を担う統計人材の育成及び統計を政策
の立案等に活用するための統計リテラシー向上を目的として研修を実施
しています。
研修方法は、集合研修に加え、研修のライブ配信や、eラーニング形

式のオンライン研修などICTを活用した研修を拡充し、広く受講しやす
いものとしています。

政৬һͷडೖΕࠃ֤˗
統計技術に関する意見交換及び研修を目的とした各国政府職員等の訪問を受け入れています。年間100名以上の来訪者

との交流を通じて、各国の実情の把握、我が国の統計制度への理解の向上を図っています。

࠵ձٞͷ։ࡍࠃ˗
国連統計委員会傘下の国際的な専門家グループ（国連シ
ティグループ）会合、統計関連セミナーなどを主催、共催し
ています。様々な国際会議の開催を通じて、統計に関する
国際的な情報交換を積極的に推進しています。

˗ೋྲྀަؒࠃ
中国及び韓国と、統計視察団の相互交流に合意し、約40
年間ほぼ毎年その時々の重要課題をテーマとした意見交換
を行っています。また、ベトナムとは平成27年（2015年）1
月に、モンゴルとは平成29年（2017年）2月に協力の覚書
に署名し、さらに、ベトナムとは平成30年（2018年）8月に
公的統計ICTシステムの導入に関する協力の覚書に署名し、
緊密な相互交流を行っています。

第５回訪日・ベトナム統計代表団の来局
（令和元年（2019年））

公的統計におけるICTの活用に関するセミナー
（令和元年（2019年））

ʻ研修ମܥʼ

全ての公務員に向けた研修

管理者向けコース

統計データアナリスト研修
上級

統計実務職員
（統計データアナリスト補）研修

中級

統計取扱業務担当職員向け
初級

受付
整理

入力
検査

調査票のデータ化

調査票
（紙、オンライン）

人手
格付

格付
検査

統計分類符号格付

データチェック・審査

データチェック・審査
（クリーンデータの作成）

結果表作成・審査

結果表作成・審査
結果表 集計用

個別データ

データ
入力

格付支援
システム
処理

11 22

44 33
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統計調査によって集められた調査票を一定の手
順に基づいて集計します。集計に当たっては、統
計の信頼性の確保及び統計の技術の向上に重点
を置いて、正確性（精度を確保すること）、迅速
性（早期に結果を提供すること）、経済性（効率
的な手段・方法を用いること）に努めています。
詳細は右図を御覧ください。
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ます。また、各府省等が実施する統計調査について、統計編成や調査の実施などの調査事務の業務委託を受け、公的統
計の支援を行っています。

政策統括官（統計制度担当）は、統計法令の制定・改正をはじめとする様々な観点から、公的統計が体系的かつ効
率的に整備され、その有用性の向上が図られるよう政府横断的な調整を行う役割を担っています。
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「公的統計の整備に関する基本的な計画」は、国民にとって重要な情報である公的統計に関する施策の総合的かつ計
画的な整備を推進するために、統計法第４条に基づき策定されるもので、政府が今後統計改革をどのように実現してい
くのかを示した、いわば「羅針盤」となるものです。政策統括官（統計制度担当）は、各行政機関と連携しながら、
この公的統計基本計画の立案・推進に取り組んでいます。
また、行政機関等が統計を作成するに当たり、その統一性や総合性を確保するための技術的な基準となる「日本標
準産業分類」などの「統計基準」の設定も行っています。

˗統計ௐࠪͷ৹ࠪ・ௐ
統計法において、総務大臣は、行政機関の長が基幹統計調査・一般統計調査を行おうとするときに、あらかじめ、
それら調査の審査・承認を行う旨が規定されています。
政策統括官（統計制度担当）は、精度を確保した統計の作成や報告者の負担軽減を図るため、①統計作成の目的と適
合した内容となっているか、②統計調査が合理的かつ妥当な内容となっているか、③他の調査と過度の重複がないかなど
の観点から、統計調査の計画の審査を行っています。基幹統計の審査に当たっては、統計の専門的機関である統計委
員会に意見を求めています。

務ͷ統括ࣄ統計ࡍࠃ˗
我が国における国際統計事務を統括し、UN（国際連合）、IMF（国際通貨基金）、OECD（経済協力開発機構）な

どの国際機関や諸外国に対して、国際会議や国際統計事業への参加、統計情報の交換など統計に関する様々な国際協
力を行っています。また、アジア太平洋地域の開発途上国の政府統計職員を対象に統計研修を実施し、各国の経済及
び社会の開発に資する統計作成能力・研修能力の向上を図るために設立された「国連アジア太平洋統計研修所
(SIAP)」に対し、財政支援や事務協力を行っています。

統計局では、これまで培ってきた統計技術を背景として、統計に関する国際協力や国際交流を推進しています。

統計研究研修所

統計研究研修所では、統計技術に関する研究、各府省・地方公共団体からの要請に応じた統計技術支援などとともに、
国・地方公共団体等の職員に対する統計の基礎理論、分析等の統計に関する専門的な研修の企画及び実施などの業務を
行っています。

˗ॾ֎ࠃͷٕज़ྗڠ
諸外国の統計技術向上のため、発展途上国や国際機関からの要請に応じて、メキシコ、スリランカ、フィリピン、アルゼン
チン、インドネシア、ミャンマー、タンザニア、カンボジア、ネパール、エジプトなどに対し、専門家の派遣や研修生の受入れを
行っています。

˗統計ٕज़ͷ研究
高度な統計技術の研究開発、各府省への支援の強化及びビッグデータ
の利用等に適切に対応できるよう、以下の研究活動を推進しています。
・ビッグデータに関する情報の収集・整理及び研究
・各府省共通の統計技術に関する情報の収集及び研究
・各府省・地方公共団体からの要請に応じた統計技術支援
・大学、研究機関等との共同研究を中心に、客員教授や外部有識者と
も連携した、統計の高度利用や様々な調査研究

˗統計ʹؔ͢Δ研修ͷ࣮ࢪ
統計に関する我が国唯一の専門研修機関として、国・地方公共団体等
の職員を対象に、統計作成の中核を担う統計人材の育成及び統計を政策
の立案等に活用するための統計リテラシー向上を目的として研修を実施
しています。
研修方法は、集合研修に加え、研修のライブ配信や、eラーニング形

式のオンライン研修などICTを活用した研修を拡充し、広く受講しやす
いものとしています。

政৬һͷडೖΕࠃ֤˗
統計技術に関する意見交換及び研修を目的とした各国政府職員等の訪問を受け入れています。年間100名以上の来訪者

との交流を通じて、各国の実情の把握、我が国の統計制度への理解の向上を図っています。

࠵ձٞͷ։ࡍࠃ˗
国連統計委員会傘下の国際的な専門家グループ（国連シ
ティグループ）会合、統計関連セミナーなどを主催、共催し
ています。様々な国際会議の開催を通じて、統計に関する
国際的な情報交換を積極的に推進しています。

˗ೋྲྀަؒࠃ
中国及び韓国と、統計視察団の相互交流に合意し、約40
年間ほぼ毎年その時々の重要課題をテーマとした意見交換
を行っています。また、ベトナムとは平成27年（2015年）1
月に、モンゴルとは平成29年（2017年）2月に協力の覚書
に署名し、さらに、ベトナムとは平成30年（2018年）8月に
公的統計ICTシステムの導入に関する協力の覚書に署名し、
緊密な相互交流を行っています。

第５回訪日・ベトナム統計代表団の来局
（令和元年（2019年））

公的統計におけるICTの活用に関するセミナー
（令和元年（2019年））

ʻ研修ମܥʼ

全ての公務員に向けた研修

管理者向けコース

統計データアナリスト研修
上級

統計実務職員
（統計データアナリスト補）研修

中級

統計取扱業務担当職員向け
初級

受付
整理

入力
検査

調査票のデータ化

調査票
（紙、オンライン）

人手
格付

格付
検査

統計分類符号格付

データチェック・審査

データチェック・審査
（クリーンデータの作成）

結果表作成・審査

結果表作成・審査
結果表 集計用

個別データ

データ
入力

格付支援
システム
処理

11 22

44 33
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